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講
義

演
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講
読

講
読

演
習

講
読

演
習

演
習

講
義

講
読

演
習

講
読

特
殊
講
義
疾
風
怒
濡
期
の
小
説

仏

文

学
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演
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（

教

養

部

）

城

野

教

授

B
r
i
n
k
m
a
n
n
の
ド
イ
ツ
語
文
法

（
教
養
部
）
毛

（
教
養
部
）
伊

II ” ” ” ” 
田

教

授

利

教

授

藤

助

教

授

0
昭
和

42
年
度
卒
業
論
文
題
目

学
部

新
美
南
吉
の
童
話
の
研
究

国
語
学
・
国
文
学
関
係

II 講
読

II 

学

会

行

事

古

代

語

ラ
テ
ン
語
中
級

ラ
テ
ン
語
初
歩

梵

語

初

歩

外

国

語

中
国
語
講
読

中
国
語
演
習

中
国
語
初
歩

英

語
英

語
独

語
仏

語

独

語

初

歩

仏

語

初

歩

ロ
シ
ア
語
中
級

漠

文

阿

部

武

庸

（
教
養
部
）
那

須

助

教

授

II 

（
西
南
大
）
樋
口
助
教
授

（
教
養
部
）
藤
田
助
教
授

(

I

I

)

野

口

助

教

授

(

I

I

)

根

本

助

教

授

太
田
講
師
（
非
）

（
教
養
部
）
根
本
助
教
授

太
田
講
師
（
非
）

村

山

教

授

佐
藤
講
師
（
非
）

6
 

ー

松

田

助

教

授

ー

（

教

養

部

）

東

光

教

授

伊

原

教

授



彙

報

研
究
発
表

馬
内
侍
集
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て

福

井

迪

子

「
坑
夫
」
の
研
究

春
雨
物
語
の
研
究

「
と
は
ず
が
た
り
」
の
研
究

歌
人
実
朝
の
研
究

宇
津
保
物
語
の
音
楽

大
学
院

尾
張
蕉
門
俳
諧
の
位
相

芭
蕉
の
俳
文
ー
そ
の
文
体
論
的
試
み
ー

0
九
大
国
語
国
文
学
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会

昭
和
43
年
5
月
26
日

井石

上井

敏

幸大

前

田

家

本

三

宝

絵

の

研

究

石

川

古

浄

瑠

璃

に

お

け

る

説

経

も

の

に

つ

い

て

内

野

源
氏
物
語
宇
治
十
帖
の
自
然
に
つ
い
て
の
考
察
内
海

和

泉

式

部

の

和

歌

梅

田

近

松

時

代

に

於

け

る

操

人

形

の

所

作

遠

藤

今

昔

物

語

集

に

お

け

る

接

続

詞

佐

藤

古
代
国
語
に
お
け
る
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
高
浜

宝

物

集

二

巻

本

の

研

究

田

中

丸

西
鶴
町
人
物
研
究
ー
致
富
と
倫
理
の
問
題
を
中
心
に
ー

豊中林広深宮

本町瀬 村田

智貴晋隆玲民
恵
子子也明子子

福啓克和京充春

代子 子 恵 子 子 彦 勢

7
 

ー

井

手

恒

雄

ー

後

藤

昭

雄

迫

野

虔

徳

海

老

井

英

次

ー
古
今
秘
註
抄
を
中
心
と

佐

田

智

明

瀬

里

広

明

中

村

幸

彦

仮

名

文

に

於

け

る

拗

音

仮

名

表

記

の

成

立

迫

野

虔

「
も
ぞ
•
も
こ
そ
」
の
用
法
福
田
益

「
に
」
と
「
へ
」
の
混
用
ー
近
世
初
頭
九
州
関
係
資
料
の
場
合

原

口

裕

豊

後

杵

築

俳

壇

を

め

ぐ

っ

て

田

中

道

雄

将

門

記

本

文

の

再

検

討

笠

栄

治

神

階

記

に

認

め

ら

れ

る

薩

隅

方

言

の

研

究

秋

田

義

昭

「
源
氏
物
語
」
へ
の
一
視
点
ー
循
環
拡
大
・
深
化
の
方
法
ー
タ
霧
物

語

を

め

ぐ

っ

て

伊

藤

博

「

柳

沢

騒

動

」

実

録

の

転

化

中

村

幸

彦

〇

十

八

回

西

日

本

国

語

国

文

学

会

昭

和

43
年
9
月
2
1
.
2
2
日

於
宮
崎
大
学

研
究
発
表
（
本
会
会
員
の
分
の
み
）

一
条
朝
詩
壇
と
本
朝
麗
藻

定
家
の
仮
名
遣
い
の
成
立
に
つ
い
て

芥
川
竜
之
介
「
或
る
阿
呆
の
一
生
」

中
世
の
注
釈
書
に
お
け
る
古
語
の
把
握

し
て
1

露
伴
の
説
気
に
つ
い
て

五
井
蘭
洲
の
文
学
観

公
開
講
演

中
世
に
お
け
る
価
値
観
と
文
法

和徳



平
安
時
代
漠
詩
人
の
規
範
意
識

斉
名
の
省
試
論
争
を
め
ぐ
っ
て
1

交
野
少
将
物
語
に
つ
い
て
の
一
試
論

「
蜻
蛉
日
記
」
上
巻
の
成
立
に
関
す
る
私
論

万
葉
集
の
「
生
」
字
に
つ
い
て

紹

介

福
田
良
輔
編
「
九
州
の
万
葉
」

0
語
文
研
究
二
十
六
号

(
4
3
.
1
0
)

「
柳
沢
騒
動
」
実
録
の
転
化

芭
蕉
俳
文
に
お
け
る
「
鼓
舞
」
に
つ
い
て

式
亭
三
馬
の
言
語
描
写
に
つ
い
て
の
一
考
察

近
松
時
代
に
於
け
る
操
人
形
の
所
作

馬
内
侍
集
伝
本
考

仮
名
文
に
お
け
る
拗
音
仮
名
表
記
の
成
立

紹

介

瀬

古

確

著

「

万

葉

集

に

お

け

る

表

現

の

研

究

」

鶴

久

春
日
和
男
著
「
存
在
詞
に
関
す
る
研
究
ー
ラ
変
活
用
語
の
展
開
ー
」

原

口

裕

海

老

井

次

境
忠
一
著
「
評
伝
宮
沢
賢
治
」

迫福遠五井中

野井藤所上村

英 虔迪和美敏幸

徳子恵子幸彦

橘

英

0
語
文
研
究
二
十
五
号

(
4
3
.
3
)

〔
新
資
料
紹
介
〕
「
源
氏
の
ゆ
ふ
だ
す
き
」
と
「
源
氏
六
十
三
首
之
寄
」

今

井

源

衛

ー
本
朝
文
粋
所
載
の
大
江
匡
衡
と
紀

金

原

理

後

藤

雄

古

賀

子

吉

川

進

典昭

哲

0
中
国
文
学
研
究
発
表
会

第
十
五
回
（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）

0
日
本
言
語
学
会

昭
和
43
年
5
月
2
5
.
2
6
日
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

（
東
京
外
国
語
大
学
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

0
第

8
回
国
際
人
類
・
民
族
学
会
議

昭
和
43
年
9
月
3
日
ー
10
日
、
東
京
・
京
都
に
て
開
催
さ
れ
、
村
山

教
授
が
ア
イ
ヌ
部
会
に
お
い
て
「
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
ア
イ
ヌ
」
、
シ

ン
ボ
ジ
ウ
ム
「
日
本
民
族
の
起
源
」
に
お
い
て
「
日
本
語
の
起
源
」

を
発
表
さ
れ
た
。

0
第
9
回
九
州
大
学
言
語
科
学
研
究
委
員
会
並
び
に
研
究
発
表
会

昭
和
43
年
6
月
29
日
九
州
大
学
同
窓
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
村
山
教

授
が
「
千
島
ア
イ
ヌ
語
の
新
資
料
に
つ
い
て
」
を
発
表
さ
れ
た
。
来

年
度
は
当
研
究
室
が
担
当
責
任
者
に
な
っ
て
い
る
。

〇
研
究
発
表
会

懇
談
会
を
兼
ね
て
昭
和
43
年
12
月
21
日
、
言
語
学
研
究
室
で
開
か
れ

た
。
第
一
回
目
と
し
て
村
山
教
授
が
蒙
古
語
に
お
け
る
長
母
音
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
た
。

中

国

文

学

関

係

言

語

学

関

係
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彙

報

0
日
本
中
国
学
会
（
於
大
東
文
化
大
学
）

（
本
学
関
係
研
究
発
表
者
）

(
4
3
.
1
0
.
5
.
6
)
 

陳
子
昂
の
評
価
の
問
題

第
十
六
回
（
四
十
三
年
三
月
）

龍
宮
と
仙
境

輿
国
山
歌
を
め
ぐ
っ
て

第
十
七
回
（
四
十
三
年
四
月
）

賀
宜
の
童
話
に
つ
い
て

第
十
八
回
（
四
十
三
年
六
月
）

王
績
に
つ
い
て

袈
子
野
「
難
贔
論
」
の
製
作
年
代
に
つ
い
て

第
十
九
回
（
四
十
三
年
九
月
）

朱
煮
の
蘇
学
批
判
に
つ
い
て

近
代
中
国
文
学
と
現
実
主
義

第
二
十
回
（
四
十
三
年
九
月
）

呉
梅
村
に
つ
い
て

壁
海
花
に
お
け
る
表
現
と
思
想

呂
本
中
の
文
学
と
江
西
詩
派

第
二
十
一
回
（
四
十
三
年
十
一
月
）

撃
海
花
の
思
想
に
つ
い
て

三
好
達
治
と
中
国
の
詩

麦

生

登

美

江

上

尾

龍

介

合麦佐

山生藤

登武
美

究江朗

樋合

口山

進究

安

東

俊

六

林

田

慎

之

助

山

本

明

江

小

坪

た

ゑ

美

秋

吉

久

紀

夫

安

東

俊

， 
ノ‘

江

西

蘇

区

で

の

詩

歌

運

動

秋

祖

採

と

中

国

語

中

袈

子

野

「

離

顕

論

」

の

制

作

年

代

考

証

林

近

代

中

国

文

学

と

「

現

実

主

義

」

樋

0
九
州
中
国
学
会
（
於
大
分
大
学
）
（
43

．5
.
2
6
)

雅

号

の

流

行

と

宋

代

文

人

意

識

の

成

立

合

初

唐

文

壇

に

お

け

る

陳

子

昂

の

位

置

安

杜

詩

「

同

元

使

君

春

陵

行

」

に

つ

い

て

川

興

国

山

歌

の

成

立

秋

0
九
州
中
国
会
報
（
第
十
四
巻
）
（
九
大
関
係
分
）

陳

子

昂

の

詩

論

と

作

品

安

東

蘇

試

の

文

人

活

動

と

そ

の

要

因

合

山

明
治
時
代
に
於
け
る
白
話
「
…
的
」
の
借
用
に
つ
い
て

ー

新

聞

と

小

説

を

中

心

と

し

て

ー

中

田

英

文

学

関

係

Q
C
A
I
R
N
 No. 11
 

(
昭
和
43
年
6
月
15
日
発
行
）

Othello: 
H
i
s
 D
a
r
k
 S
i
d
e

神

崎

尚

士

T
h
e
 M
o
t
h
s
 o
r
 T
h
e
 W
a
v
e
s

友

田

雅

子

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』

I
青
年
ス
テ
ィ
ヴ
ン
・
デ
ィ
ダ
ラ

ス

ー

中

村

嘉

男

吉北東山

喜

勝
俊

西 ---L..

九ノ‘

久泰俊
紀
夫彦六究

口田田吉

久
紀
夫

喜

勝

慎
之
助進
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S
h
e
r
w
o
o
d
 
Anderson's• 

＾
 

D
e
a
t
h
 in 
t
h
e
 W
o
o
d
s
"

ーー生今叩

の
連
帯
に
つ
い
て
—
安
河
内
英
光

T
h
e
 S
t
r
u
c
t
u
r
e
 o
f
 
N
o
s
t
r
 0 m
o

重

松

隆

牟

0
日
本
英
文
学
会
第

40
回
大
会

昭
和
四
十
三
年
五
月
二
十
五
、
二
十
六
日
、
日
本
大
学
文
理
学
部
で

催
さ
れ
た
。

0
日
本
英
文
学
会
第

21
回
九
州
支
部
大
会

（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
、
三
日
、
於
鹿
児
島
大
学
）

本
学
関
係
発
表
者

S
o
n
g
s
 a
n
d
 S
o
n
e
t
s
に

つ

い

て

神

崎

尚

士

怨
ミ
dise
L
o
s
t
に
お
け
る

m
e
t
a
p
h
o
r
,

simile
…

…

…
 

ー

堕

落

の

イ

メ

イ

ジ

ー

重

松

隆

突

ハ
ム
レ
ッ
ト
と
漱
石
の
『
行
人
』
の
主
人
公
の
類
似池

田

成

子

U
l
y
s
s
e
s
試
論
ー
沼
t
w
e
e
n
S
e
y
 lla 
a
n
d
 C
h
a
r
y
b
d
i
s
ー

中

村

嘉

男

辞
書
の
見
出
語
に
お
け
る
単
音
節
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
表
記
に
つ
い
て

西

原

忠

毅

薩
陽
足
立
梅
景
絹
述
『
英
吉
利
文
典
字
類
』
の
日
本
英
文
法
史
上
の

地

位

井

田

好

治

英
語
教
育
の
理
論
的
基
礎
ー
学
習
理
論
（
シ
ン
ポ
ジ
ァ
ム
）

大

江

三

郎

独

文

学

関

係

0
日
本
独
文
学
会
（
春
季
）

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
東
京
都
立
大
学
に
於

て
開
催
さ
れ
、
ひ
き
続
き
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
一
、
文
法
概
念
の
規
定
と
そ
の
用
語
の

改
訂
、
二
、
現
代
に
お
け
る
文
学
批
評
の
役
割
。

0
日
本
独
文
学
会
（
秋
季
）

昭
和
四
十
三
年
十
月
十
三
日
、
十
四
日
、
同
志
社
大
学
に
於
て
開
催

さ
れ
、
ひ
き
続
き
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
シ
ン
ボ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
ド
イ
ツ
語
の
基
本
語
い
の
問
題
。

0
日
本
独
文
学
会

第
二

0
回
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
総
会
は
昭
和
四
十
三
年
十
一

月
九
日
、
十
日
、
九
州
工
業
大
学
に
於
て
開
催
さ
れ
、
ひ
き
続
き
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

（
本
学
関
係
研
究
発
表
者
は
次
の
通
り
）

一
、
ニ
イ
チ
ェ
の
「
M
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
s
,

A
l
l
z
u
m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
s」

に

つ

い

て

（

修

士

課

程

）

栗

山

次

郎

一、

G.
L
u
k
a
c
s
:
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
に
変
造
さ
れ
た

G.
B
u
c
h
n
e
r
 

と
真
の

G.
B
u
c
h
n
e
r
に
つ
い
て（

修
士
課
程
）
東

憲
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彙

報

報
告
会

一
九
六
七
年
度
仏
国
ス
タ
ー
ジ
ュ
に
参
加
し
て

仏

文

学

関

係

常山

岡口

俊

晃夫

フ
ラ
ン
ス
演
劇
と
私

0
昭
和

43年
3
月
卒
業
論
文

学
士
論
文

伊

藤

恭

子

桑

野

瑞

穂

ゾ
ラ
と
「
居
酒
屋
」

ミ
ュ
ッ
セ
と
「
世
紀
児
の
告
白
」

0
昭
和

43年
度
日
本
仏
語
仏
文
学
会
春
季
大
会

(
6
月
1
、
2
日

本
学
関
係
研
究
発
表
は
次
の
通
り

「

L
e
b
a
l
a
n
c
e
m
e
n
t
 
^^
 

t
o
u
t
 
existe 
et 
rien 
n'existe"」

石

田

信

勲

於
早
稲
田
大
学
）

彦

0
昭
和

43年
度
日
本
仏
語
仏
文
学
秋
季
大
会

(10
月
6
日
於
関
西
学
院
大
学
）

0
昭
和

42
年
度
九
州
仏
文
学
会

(11
月
3
日
於
九
州
大
学
教
養
部
）

研
究
発
表
会

ュ
ウ
リ
ピ
ー
ド
の
「
イ
ボ
リ
ー
ト
」
と
ラ
シ
ー
ヌ
の
「
フ
エ
ド
ル
」

に

つ

い

て

大

和

淳

子

マ
ラ
ル
メ
の
「
エ
ロ
デ
ィ
ア
ド
」
に
つ
い
て
村
島
実
恵
子

「
モ
ー
プ
ラ
」
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
に
つ
い
て石

橋

美

恵

子

ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
文
学
マ
ル
ロ
ー
「
希
望
」
と
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

「

誰

が

た

め

に

鏑

は

な

る

」

を

め

ぐ

っ

て

鎌

田

定

夫

「
嫉
妬
」
の
特
徴
に
つ
い
て
ー
ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
・
グ
リ
エ

坂

本

ト

ゥ

ル

ー

ズ

の

生

活

有

郎

C
h
a
 te
a
u
 d
e
 B
r
a
n
g
u
e
s
を

訪

ね

て

石

進

0
昭
和

43年
度
九
州
仏
文
学
会

(11
月

3
日
於
長
崎
大
学
）

研
究
発
表
会

フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る

I
n
t
o
n
a
t
i
o
n
の
弁
別
的
機
能
に
つ
い
て

古

川

直

世

ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
詩
に
お
け
る
木
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て井

ク

リ

オ

と

ア

ナ

ト

ー

ル

・

フ

ラ

ン

ス

近

マ
ル
ロ
ー
と
サ
ル
ト
ル
の
知
識
人
論
を
め
ぐ
っ
て

鎌高JJ 

フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
八
高
さ
ア
ク
セ
ン
ト
＞

ル
ソ
ー
と
ロ
マ
ン
派
の
人
々

総

会
公
開
講
演
会

幕
末
時
の
長
崎
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
に
つ
い
て

吉

岡

進

藤
柳浜田

誠秋

一義

保 定

義保夫

藤上

矩富

子江

田

忠
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大

和

淳

子

修
士
論
文

古

川

直

世

酉
冗
寺
重
子

松

村

雅

子

堺

直

子

水

本

弘

文

毛

利

潔

屋

田

幸

子

和

田

糸

子

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
ー
人
間
・
音
楽
・
文
学
ー

モ
ウ
。
ハ
ッ
サ
ン
の
小
説
に
お
け
る
半
過
去
に
つ
い
て

ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
「
寓
話
」

「
ド
ミ
ニ
ッ
ク
」
に
お
け
る
愛
情
と
天
分
の
問
題

ナ
タ
リ
ー
・
サ
ロ
ー
ト
ー
方
法
と
意
識
に
つ
い
て

。
フ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ

II

コ
ロ
ン
バ
II

を
中
心
に

ル
ナ
ン
に
お
け
る
人
間
の
研
究
ー
「
イ
エ
ス
伝
」

を
中
心
に

近
代
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
付
加
形
容
詞
の
位
置
と

そ
の
決
定
要
因

ュ
ウ
リ
ピ
ー
ド
か
ら
題
材
を
得
た
ラ
シ
ー
ヌ
の
作
品

に
つ
い
て
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